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1 総則 

-5 CAD データの作成 

1-5-10 図形及び寸法の表し方 

１．図形の表し方は、JIS Z 8316:1999「製図－図形の表し方の原則」に準ずる。 
２．寸法の記入方法は、JIS Z 8317: 1999「製図－寸法記入方法－一般原則，定義，記入

方法及び特殊な指示方法」及び JIS Z 8318: 1998「製図―長さ寸法及び角度寸法の許

容限界記入方法」に準ずる。また、引出線を用いて寸法値を記入する場合は、JIS Z 
8322: 2003「引出線及び参照線の基本事項と適用」に準ずる。 

 
【解説】 

図形や寸法の記入方法は、JIS により国内標準が定められている。図形や寸法は、できる

だけ簡潔に表現して不要な重複を避ける。その配置、線の太さ、文字の寸法などに十分注意

を払い、分かりやすく描く。 
 

(1) 図形の表し方 
CAD 製図においてよく使われる図示記号類については、シンボル機能（CAD ソフト

ウェアによっては部品機能と呼ばれる）を使って作図することが望ましい。 
 

(2) 寸法の表し方 
CAD ソフトウェアでは、寸法を入力するための専用の機能を持つものが多い。図面修

正時の省力化等を意図として、寸法図形の補助線を動かすことで寸法数値が更新される

機能等がこれに該当する。CAD データを作図する場合は、これらの機能を使用すること

を原則とする。 
SXF では JIS にある７種類の寸法、引き出し線のうち解説 図 1-8の要素を定義して

いる。対象物とその寸法値を正確に受け渡すためにも、対象物の種類を合わせた寸法又

は引出線を使用する。 
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直線寸法 

直線に対する寸法値を与える場合に

使用する。 
50

 
 

弧長寸法（SXF Ver.3.1 レベル 2 以上） 
弧長に対する寸法値を与える場合に

使用する。 

50

 

角度寸法 
角度値を与える場合に使用する。 

45゜

 

半径寸法 
半径値を与える場合に使用する。 

R2
0

 
 

直径寸法 
直径値を与える場合に使用する。 

Φ
40

 
 

引出線 
特定箇所の数値や説明（テキスト）等

を与える場合に使用する。 
 

 
 

 

引出線（バルーン） 
特定箇所の数値や説明（テキスト）等を

与える場合に使用する。 
 
 
 
 

 

解説 図 1-8 SXF による寸法及び引出線の要素 

 

1２ 

あ い う  

usimov
長方形


	1-5-8 線



